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１．定 足 数

出 席 28名 、委 任 状 167名 。 期 末 2月 28日 現 在 の 会 員 数 346名 であ り 、会 則 に 定 め る定

足 数 を満 た し、総 会 成 立 。

２．会 長 挨 拶 会長 斉藤幸雄

コロナ に よる 「まん 延 防 止 等 重 点 措 置 」発 令 下 に も拘 らず 、多 くの 方 に 総 会 に 参 加 い

た だ きあ りが とうござい ます 。

この 一 年 間 の 我 々 の 活 動 を振 り返 る と 、一 つ は 、コロ ナ 感 染 に よ る 「緊 急 事 態 宣 言 」

が 年 間 211日 もあ り 、これ に 呼 応 してF ITの 皆 さん に 活 動 の自粛 をお 願 い しました 。活 動

自 粛 期 間 以 外 でも、諸 活 動 に お け る参 加 人 数 を絞 るなどの 様 々 な工 夫 を して感 染 防 止

に 努 め てき てい た だ き ました 。この ことが 感 染 防 止 に 役 立 った と思 い ます 。来 年 こそ は、

1年 間 フル に 活 動 できる年 となることを期 待 してい ます 。

もう一 つ の 特 徴 は 、広 報 部 会 が まる っき り新 し くなった ことです 。そ してホ ー ム ペ ー ジ

（H P）が 昨年 4月 より新 しくなりました 。新 しい 広報部会 、新 HPに 関 しては 、宮崎 さん がチー

ム リー ダ ー となってプロジェクトチー ム をつ くり 、 1年 間 をか け て討 論 を重 ね て、４月 に ス

ター トを 切 りました 。旧 広 報 部 会 の メ ンバ ー の 多 くが 辞 め てしまい 、当 時 の プロ ジェクト

チー ム の メ ンバ ー が 新 しい 広 報 部 会 の メ ンバ ー となりました 。これ まで長 い 間 広 報 部 会

を支 えてき た 、前 の H Pを担 ってき た メ ンバ ー の 方 々 に は 、大 変 つ らい 思 い を させ てしま

い ました が 、新 しい ステップに 移 行 して、今 の こうい った 形 となりました 。

本 総 会 で昨 年 度 の活 動 を総 括 し、来 年 度 の 活動 方 針 に 反 映 させ てい た だ きた い 。十

2022年 度 （令 和 04年 度 ）Ｆ ＩＴ総 会 議 事 録

日時 ：2022年 （令 和 04年 ）

3月 12日 （土 ）13 :00～ 15 :00

場 所 ：林 野 会 館 5Ｆ会 議 室

出 席 ：28名

議 事 （記 録 ：事 務 局 藤 岡眞 ）
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分 な議 論 を して、本 会 が来年度へのキ ックオ フに なるよ うに してほ しい と思 い ます 。

３．議 長 選 出

令和元年の古谷一祐 さん を指 名

４． 2021年 度 活 動 総括報告 事務局長 藤岡 眞

昨年の総会 （2021年 3月 13日 ）は 、東 京 都 に 1月 8日 よ り適 用 となった 第 2回 目 の 緊 急事

態 宣 言 下 で開 催 され ました 。一 旦 3月 21日 に 緊 急 事 態 宣 言 は 解 除 され ました が 、約 1か

月 後 の 4月 25日 よ り 6月 20日 まで第 3回 目 が 発 令 となり 、更 に 7月 12日 よ り 9月 30日 まで第

4回 目 が 発 令 され ました 。 2021年 は 、通 算 で 211日 間 が 緊 急 事 態 宣 言 下 に あ った ことに

なります 。 F ITと しても、会 員 に 対 して 「緊 急 事 態 宣 言 下 での F IT活 動 の 自 粛 」を お 願 い し

ました 。緊 急 事 態 宣 言 が 適 用 となってい ない 時 期 に お い ても、感 染 拡 大 防 止 に 配 慮 し

た 活 動 となり 、各 イベ ン トへ の 参 加 者 人 数 を絞 る等 の 実 施 となりました 。また 天 候 の 不

順 も相 まって、 2021年 度 の 活動は 2020年 度 に 引 き続 き 、か なりの 影 響 を受 け ました 。

Ｃ ＯＮＥ保 険 の 利 用実 績 では 、 2019年 度 は 、会 員 1,291名 、一 般 3,023人 、計 4,314人 。 202

0年 度 は 会 員 488人 、一 般 1,226人 、計 1,714人 。対 して 2021年 度 （1月 末 までの 11か 月 分 ）

は 、会 員 723人 、一 般 1,469人 、計 2 ,192人 でした 。 2020年 度 よ りは 3割 ほ ど利 用 数 が 増 え

ました が 、コロナ 前 の 2019年 よ りは 半 減 してい ます 。

2021年 度 の 活 動 方 針 として、① 知 名 度 アップ活 動 促 進 、② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活

用 、③ 活 動 参 加 者 の す そ 野 拡 大 の 推 進 を挙 げ ました 。① では 、今 期 よ り新 体 制 となっ

た 広 報 部 会 に よ り新 し く立 ち上 げ た Ｆ ＩＴＨ Ｐに よ って 、一 般 読 者 へ の アピー ル が 強 化 さ

れ 、充 実 した もの に なりました 。また 、 F IT知 名 度 アップの 一 環 として 2016年 度 か ら実 施

してい る 「山 の 日 」制 定 記 念 まるごと！ 高 尾 山 グ リー ンクリー ン作 戦 は 、残 念 なが ら昨 年

度 に 引 き続 き中 止 となりました 。② では 、 “す み だ 祭 り ”を 始 め とす る クラフト関 連 イベ ン

トは 、ほ とん ど中 止 となりました 。 “日 比 谷 公 園み どりの フェスティバ ル ”は 、W eb開 催 とな

り W ebでの 出 店 となりました 。活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活 用 は 「山 の 日 」制 定 記 念 まるご

と！ 高 尾 山 グ リー ン クリー ン作 戦 関 連 で事 前 に 用 意 した 横 断 幕 等 に 留 まり ま した 。③

に 関 しては 、事 業 部 会 で実 施の イベ ン トに お い て、でき るだ け 多 くの メ ンバ ー に イベ ン ト

の 主 幹 事 を経 験 してもらう観 点 より 、特 に ふ れ あ い 事 業 での 主幹事の入れ替 えを図 りま

した 。また 入 会年次の若 い メンバ ー を対 象 に した 「体 験 」参 加 を促 進 しました 。

2021年 度 も主 に コロナ 関 連 で予 定 した 活 動 が 十 分 に でき なか った ことも踏 まえ、活 動

方 針は 2022年 度 に 引 き継 い でい くことに 致 します 。

５． 2021年 度 収 支 決算報告 会計 横井行男

2021年 度 の 繰 越金 2,492 ,453円 、内 百 万 円 を取 り崩 し、特 別 会計 に 繰 り入 れ た 。

収 入 1 ,852 ,5 11円 、支 出 1 ,160、 667円 。当 期 収 支 691 ,8 44円 の 黒 字 となった 。期 中 に 10万

円 の 寄 付が あ り、特 別 収 益 として計 上 した 。次 年 度 繰越金は 2,284 ,297円 。

また 特 別 会 計 （活 動 支 援 助成金 ）に つ い ては 、山 の 日 制 定 記念 まるごとGC作 戦 関 連 の

25,787円 の み であ った 。

６．監 査 報 告 監査 飯塚義則

監査の結果 、適 正 処 理 を確 認

７．活 動 総 括 報告 、並 び に 決 算報告 に 対 す る質 疑 ･応 答
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Ｑ：ＨＰ関 連 の 費 用が 今後増 えてい くよ うな説 明 が あ った が 、どうい った 内 容 でしょ うか ？

（宮 崎 健 ）

Ａ：部 会 ﾚﾍﾞﾙでの H P管 理 費 用 が 今 後 増 える可 能 性 に 言 及 しました が 、決 算 とは 直 接 関

連 しない 内容 でした 。別 の 場 での 取 り扱 い とします 。 （会 計 ：横 井 行 男 ）

Ｑ：コロナ 感 染 が 広 が る厳 しい 中 での 活 動 で、感 染 者 も出 さず 、事 故 もなか った ことは 素

晴 らしい し、流 石 だ と思 い ます 。一 方 、活 動 総 括報告は 、部 会 の 活動 に 限 定 され てい ま

す 。 F ITでは 部 会 に 属 してい ない 活 動 を してい る方 が 多 くい ます 。例 えば パ ウ ロ 、鳩 ノ巣、

森 遊 倶 楽 部 、や まに こ会 など枚 挙 に い とまが ない ほ どです 。 F ITの 知 名 度 アップや 社 会

的 に も貢 献 してい ます 。こうい った 活 動 を知 らない F IT会 員 も多 い の で、 F ITでもこうい っ

た 素 晴 らしい 活 動 を活発 に してい ることを活 動 報告 に 加 えると良 い と思 い ます 。

他 に 、人 数 は 少 ない か もしれ ませ ん が 、都 内 の 各公 園 で自 然 観 察や 整 備活 動 などをボ

ラン タリー 的 に してい る人 が い て、これ も素 晴 らしい 活 動 です 。こうい った 人 の ことも言 及

した 方 が よい と思 い ます 。事 務 局 長 、会 長 は 部 会 の 活 動 だ け では なく、そ うい った 方 々

の活動 を含 め て全 般 に 目 を向 け てい た だ け れば よろ しい か と思 い ます 。 （津 田 勝 ）

Ａ：総 括 報告 に は 、登 録 グ ル ー プなどの 活動 に は 言及 され てい ませ ん でした 。今 後 の 課

題 とします 。 （事 務 局 ）

Ｑ：「友 の 会 」は 、素 晴 らしい 活 動 を してい る と思 い ます 。一 方 、収 支 は 赤 字 となってい ま

す 。以 前 に も似 た よ うな質 問 を した の です が 、本 年 度 の 決 算 をみ る と 、予 算 に 対 しても

支 出 が 超 過 してお り 、そ の 額 が 増 えてい ます 。 「友 の 会 」が 赤 字 に なってでも、や ってい

く意 義 を含 め て検 討 して頂 きた い 。 （津 田 勝 ）

Ａ：経 費 削 減 に 加 えて、会 員 増 を目 指 した が 、コロナ 禍 に なって、感 染 防 止 の 為 に 会 場

を広 くせ ざる を得 ない 、ここ最 近 公 園 の 使 用 料 が 有 料 となりました 。他 の 経 費 は 、削 減

の 努 力 を しました が 、予 算 を超 えてしまい ました 。 10名 程 度 の 友 の 会 会 員 よ り徴 収 す る

会 費 では 費 用 を賄 い 切 れ ませ ん でした 。合 格 後 の Ｆ ＩＴへ の 貢 献 度 も考 慮 してご支 援 い

た だ きた い と思 い ます 。 （友 の 会 運 営部会 芝原久 ）

Ｑ：森 林 インストラクター 受 験 者の増加策 などに 関 して、全 国 森 林 レクリエー ション協 会 に

友 の 会 の 活 動 を知 らしめ て、協 力 す る とい うよ うな活 動 は や ってい ます か ？ また 友 の 会

の 会 員 数 を増 や して収 支 改 善 を図 る為 に 、例 えば 資 格 取 得 の ユ ー キ ャン等 に 働 き か

け るなどの 工 夫 を した 方 が よい の では ない でしょ うか 。 （津 田 勝 ）

Ａ：全 国 森林 レクリエー ション協 会 も、森 林 インストラクター 資 格 試 験の受 験者が減 少 して

い ることに 危 惧 を してお り 、今 般 森 林 インストラクター の 意 見 を聴 取 す べ く座 談 会 が企 画

され てい ます 。 Ｆ ＩＴよ り長 谷 川 事 業 部 会 長 と友 の 会 の 芝 原 が 参 加 してＰＲをす る予 定 で

す 。

ユ ー キ ャン との タイアップは 検 討 した い と思 ってい ます 。また パ ン フレ ッ トなどを利 用 して

現 Ｆ ＩＴ会 員 に 友 の 会 の 活 動 へ の 理 解 を深 め て貰 うとともに 、一 般 の 方 に 森 林 インストラ

クター の 活 動 をアピー ル して行 きた い と思 ってい ます 。 （友 の 会 運 営部会 芝原久 ）

８．４～ ６の 採 決

拍手 を以 て承 認

９．令 和 04年 度 (2022年 度 )運 営 体 制



会長 宮 入 芳 雄 （０５年）新任

副会長 入 江 克 昌 （２７年）新任

事務局長 藤 岡 眞 （２８年）留任

会計 横 井 行 男 （２９年）留任

監査 熊 木 秀 幸 （２８年）新任

広報部会長 鍛 冶 健 二 郎 （２８年）新任

安全部会長 入 江 克 昌 （２７年）留任

事業部会長 長 谷 川 守 （２４年）留任

研修部会長 小 勝 眞 佐 枝 （２５年）新任

友の会運営部会長 芝 原 久 （３０年）留任

前会長 斉 藤 幸 雄 （１４年）退任

前副会長 高 橋 喜 蔵 （０４年）退任

前監査 飯 塚 義 則 （２９年）退任

前広報部会長 宮 崎 健 （２２年）退任

前研修部会長 高 橋 喜 蔵 （０４年）退任
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１０．９の 採 決

拍 手 を以 て承 認

１１．退 任 役 員 ・部 会 長 挨 拶

暫時休憩後

１２．新 任 役 員 ・部 会 長 挨 拶

１３．令 和 04年 度 (2022年 度 )活 動 方 針 （事 務 局 ）

2022年 度 は 、新 任 の 会 長 、副 会 長 の 体 制 となります 。新 体 制 の 下 、斬 新 な方 針 が 期

待 され ます 。

2年 以 上 続 い てい る新 型 コロ ナ の 影 響 で Ｆ ＩＴの 活 動 もか なり制 限 を受 け てお り 、まだ

そ の 終 息 が 見 えない 状 況 です 。これ まで以 上 に お 客 様 お よび Ｆ ＩＴ会 員 の 安 全 を第 一 と

した 活 動 が 前 提 となります が 、従 来 か ら掲 げ てい る以 下 の 三 つ の 重 点 施 策 は 更 なる改

善 の余地が あ り、推 し進 め てい きます 。

① 知 名 度 アッ プ活 動 促 進 、② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活 用 、③ 活 動 参 加 者 の す そ の

拡 大 策 の 推 進 です 。① に つ い ては 、これ まで積 み 上 げ てきた イベ ン トを コロナ 禍 で途 絶

えさせ ることな く、継 続 実 施 してい き ます 。そ の 際 に は 、従 来 通 り F IT腕 章 お よび 名 札 の

着 用 に よ りアピ ー ル します 。広 報 部 会 と連 携 して新 H Pを 継 続 的 に 充 実 させ て、一 般 閲

覧 者 へ の 情 報 提 供 を図 ります 。また 懸 案 に なってい る会 員 紹 介 欄 の 充 実 、 F I Tの 紹 介

資 料 （A 4リー フレ ッ ト ）、 PR カー ドなどの 最 新 化 を実 施 します 。② に つ い ては 、運 用 実 態
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の 総 括 と効 果 分 析 を した うえで、対 外 的 か つ 社 会 的 貢 献 度 の 高 い 活 動 に 、 F IT会 員 が

よ り多 く参 加 でき る機 会 の 掘 り起 こしを図 ってい きます 。③ に つ い ては 、対 外 的 に は 、広

報 部 会 と連 携 して新 H Pを活 用 して一 般 閲 覧 者 に イベ ン ト情 報 へ の アクセ スの 増 進 を図

ります 。対 内 的 に は 、スキ ル デ ー タを整 理 して使 い や す くす る工 夫 を します 。また 事 業

部 会 と連 携 して、実 施 中 の体 験活動の 促進 、イベ ン トを主 幹 事 として実 施 す る人 材 の 育

成 を図 り 、新 規 案 件 を受 け 入 れ る人 材 確 保 に 努 め ます 。また 「運 営 委 員 会 （森 の 日 ）」

に 、よ り多 くの 会 員 の 意見が反映 さえるよ うな工 夫 を検 討 します 。

１４．各 部 会活 動報告 、年 次 計 画 （各 部 会 長 ）

各 部 会 か ら令 和 03年 度 （2021年 度 ）活 動 報 告 と令 和 04年 度 （2022年 度 ）運 営 計 画 が 報

告 され ました 。 （内 容 は 会 報 134号 参 照 方 ）

１５．１３～ １４の 採 決

拍 手 を以 て承 認

１６．令 和 04年 度 (2022年 度 )収 支 予 算 会計 横井行男

収 入 1 ,801 ,4 0 0円 （内 会 員 1 ,714 ,3 80円 、友 の 会 87 ,0 0 0円 、利 息 20円 ）、支 出 1 ,444 ,1 5 5円

（内 交 通 通 信経費 380 ,000円 、一 般 経 費 1,064 ,155円 ）。当 期 収 支 は （収 入 -支 出 ）で＋ 357,

245円 .

特 別 会 計 （活 動 助 成金 ）の 2022年 度 年 初 残 金は 、2,114 ,626円 。

１７．１６に 関 す る質 疑 ・応 答

Ｑ：研 修 部 は 参 加 者 よ りの 収 入 を計 上 してい るが 、友 の 会 、事 業 部 会 の 収 入 は 予 算 に

含 まれ てい ませ ん 。収 入 の 把 握 、収 入 の 種 類 を ど うとらえる か 。収 入 が あ りなが ら、支

援 助 成 金 を申 請 す るの は 問 題 では ない か 。会 計 制 度 自 体 を見 直 す 必 要 が あ るの では

ない でしょ うか ？ （宮 崎 健 ）

A ：Ｆ ＩＴの 予 算 であ り 、研 修 部 会 は F IT会 員 か らの 参 加 費 を見 込 ん で予 算 に 載 せ てい ま

す が 、事 業 部 会 の 収 入 は 、外 部 の 一 般 参 加 者 か ら徴 収 した 参 加 費 であ り 、 F ITの 予 算

に は 載 せ てい ませ ん 。この 一 般 参 加 者 か らの 参 加 費 に 関 しては 、お そ らく事 業 部 会 発

足 以 来 事 業 部 会 内 で管 理 してお り 、従 来 通 りの 処 理 を してい ます 。 （事 業 部 会 長 谷 川

守 ）

Ｑ（参 考 意 見 ）：過 去 に 事 業 部 会 の 収 入 に 関 して、総 会 で同 じよ うな質 問 が あ り 、総 会 で

参 考 に 事 業 部 会 の 決 算 報 告 を した ことが あ ります 。但 し 、そ れ 以 後 皆 さん あ ま り関 心

が なか った のか 一度 き りでした 。 （津 田 勝 ）

Ａ：事 業 部 会 の ふ れ あ い 推 進 事 業 は 、林 野 庁 との 協 定 イベ ン トであ り 、森 林 セ ン ター に

は イベ ン トごとに 収 支 を報 告 してい ます 。 Ｆ ＩＴ総 会 では 報 告 は してい ない が 、協 定 相 手

に は きちん と報 告 してい て、これ までクレー ム もなく、粛 々 と行 われ てい ます 。（事 業 部会、

長 谷 川 守 ）

Ｑ：事 業 部 の活動 としては 良 い が 、別 途 収 入が あ りなが ら「山 の 日 」とか 「す み だ こどもま

つ り 」へ の 支援 助成金 を請 求 す るの は い か が なもの か 。過 去 に 登 録 グ ル ー プの 「Ｆ ＩＴ杉

並 会 」が Ｈ Ｐの サ ー バ ー 費 をお 願 い した が 、断 られ た 。登 録 グ ル ー プに 対 す る支 援 が

薄 い と思 うの で、検 討 してくだ さい 。 （宮 崎 健 ）

Ａ：Ｆ ＩＴ予 算 に は 、友 の 会 を含 む 会 員 か らの 年 会 費 を収 入 として載 せ てい る 。この 会 費
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を Ｆ ＩＴ活 動 の なか でど う使 ってい くか が 支 出 となってお り 、収 入 と支 出 は そ れ らを網 羅 し

てい ます 。

登 録 グ ル ー プへ の 支 援 に 関 しては 、過 去 に も検 討 した よ うです が 、実 現 してい ませ ん 。

今 後 要 請 に 従 って別 途 「森 の 日 」で審 議 します が 、す べ ての 登 録 グ ル ー プに 公 平 に 支

援 す ることが 大 切 だ と考 えます 。今 後 の 課題 とします 。 （事 務 局 ）

１８．１ 6の 採 決

拍 手 を以 て承認

１９．議 長 解 任

２０．閉 会 （15 :00）

皆 様 、 ４年 間 会 長 として任 務 続 行 出 来 た ことは 、会 員 の 皆 様 の 暖 か い ご理 解 が あ っ

てこそ と熱 く感 謝 い た します 。

４年 間 で、最 も重 要 な判 断 を強 い られ た 事 は 、２件 あ りました 。

ひ とつ は ，新 型 コロナ 感 染 に よる緊 急 事 態 宣 言 発 令 に 、Ｆ ＩＴと して、い か に 対 応 す る

か ・・・と言 うことです 。森 の 日 の メ ンバ ー と相 談 し、事 務 局 長 と意 見 交 換 を して 「緊 急 事

態 宣言中は 、活 動 の 自粛 を要 請 す る 」との 判 断 を した ことです 。

もう一 つ は 、懸案であ った 、広報部会の改革 とホ ー ム ペ ー ジの刷新でした 。ホ ー ム ペー

ジは プロ ジェクトチー ム を発 足 させ て、丸 １年 間 議 論 しました 。と と もに 、広 報 部 会 の 刷

新 をは か り、４月 か ら、新 ホ ー ム ペ ー ジと新 広 報部会が発足 す ることが でき ました 。

新 型 コロ ナ は ここに 来 てよ うや く減 少 傾 向 に あ り 、 ３月 ２１日 に す べ ての 蔓 延 防 止 対

策 が 解 除 され ました 。が 引 き続 き ，感 染 防 止 に 最 新 の 注 意 を払 い 事 業 を推 進 してい た

だ くことは ，言 うまでもあ りませ ん 。新 ホ ー ム ペ ー ジもスター ト して１年 が 過 ぎました が 、

皆 様 の 投 稿 増 や 閲 覧 回 数 の 増 加 など 、さらに 身 近 なホ ー ム ペ ー ジとして、更 なる向 上

を期 待 してや み ませ ん 。

４年 間 、皆 様 どうもあ りが とうござい ました 。これ か らは 、１会 員 として、 Ｆ ＩＴを 見 続 け て

参 ります 。

最 後 に ，心 よ り皆 様 に 御 礼 を申 し上 げ て退 任 の挨拶 とい た します 。

会長退任の挨拶 斉藤幸雄



実施年 受験者数
2003 1246
2011 559

2017 443
2018 383
2019 382
2020 277
2021 284
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会長就任の挨拶 宮入芳雄

新 し くF ITの 会 長 に 就 任 した 宮 入 です 。い ゃ ～ 本 当 の ことを 言 うと 、私 は 会 長 の 器

では あ りませ ん し会 長 に なりた い と思 った こともあ りませ ん 。です か ら最 初 に 声 が 掛

か った 時 、逃 げ ました 。色 々 な理 由 をつ け て一 生 懸 命 逃 げ ました 。でも逃 げ 切 れ な

か った 。

しか しなってしまった ら仕 方 ない 。出 来 る限 りの ことを した い と思 い ます 。幸 い 事 務

局長 を始 め 、各 部 会 長 など頼 りに なる メ ンバ ー が 揃 ってい ます 。私 でも何 とか なるか

もしれ ませ ん 。東 京 会 が発 足 して約 30年 。順 風 満 帆 に 見 える F ITです が 、 30年 も経 つ

と小 さなほ ころ び が 出 てくる もの です 。そ れ らを早 め に 見 つ け て修 復 し、会 員 が 気 持

ち良 く過 ごせ る F ITに した い と思 ってい ます 。

順 調 に 会 員 数 を伸 ば してき た が 、 20

21年 、 2022年 の 会 員 数 は 346名 と頭 打

ちが顕 著 ととなった 。

前 号 でお 知 らせ した 資 格 試 験 受 験 者

数 を み る と 、 受 験 者 が ここ 2 0年 近 くの

間 に 約 1/5近 くに 一 直 線 に 減 少 してい

る 。た だ 、森 林 イン ス ト ラクター だ け が

減 少 し て い る の か と い えば そ うと もい

えない 。 2 0 1 1年 対 比 で見 る と森 林 イン

ストラクター は 50％ 、税 理 士 は 75％ 、司

法 書 士 は 4 6％ な ど 減 少 が 激 し い もの

は 結構 あ る （イン ター ネ ッ ト調 べ ）。

自 然 保 護 に 対 す る関 心 は 高 まってい

るは ず なの に ・・・解 決 の 妙 案 は 今 の と

ころ ない 。

合 格 者 数 は 多 い ほ うが 良 い が 、 Ｆ ＩＴ

へ の 入 会 率 の 向 上 を図 る ことも大 切 だ。

東 京 都 の 合 格 者 に 対 す る入 会 率 は 年

に よってば らつ きは あ るが お よそ 60 ％

程 度 （他 県 在 住者含 む ）であ る 。

今 年 は 関 係 団 体 と一 体 とな って この

問 題 に 取 り組 む 態 勢 だ 。今 後 、この ま

ま減 少 が 続 け ば 、 Ｆ ＩＴの 看 板 イベ ン ト

であ る 「親 子 観 察 会 」や 「新 年 観 察 会 」

など人 手 の 要 る イベ ン トの 開 催 も危 ぶ

まれ る 。会 員 数 増 加 を 図 る ことは 勿 論

だ が 、現 状 に 応 じた 方 法 でイベ ン ト を

実 施 す る な ど 無 理 の ない 柔 軟 な対 応

が必 要 となるであ ろ う。 Ｖ字 回 復 を願 う

ば か りであ る 。 （編 集 部 ）

Ｆ ＩＴ会 員 数 減少の時代へ向か うのか
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緑

の
葉

っ
ぱ

を

つ
け
、
活
発
な
光
合

成

を

す

る

。
ま

た

太

さ

と
節

の
数

は
タ

ケ
ノ
コ
の
時

点

で
決

ま

っ
て
し

ま

う
。
タ

ケ
ノ
コ
は
先
端

と
節

の
上

に
成

長
帯

を

持

ち
そ
れ
ぞ

れ
が
伸

長
す

る

、
肥
大

伸

長
す

る

木

本

と

は
異
な
り
肥
大
し
な
い
。
ま
た
葉
は

春

先
に
入
れ
替

わ

る

「
竹
紅
葉

」
と

言
わ

れ

順
次
葉

を
落

と
し
用
意

さ

れ

た

葉

を

出
す

。
落

葉

樹
が

一
斉

に
落
と
す

の
と
は
異
な

る
。
し
な
や

か
で
、
弾

力
が
あ

り
、
縦
方
向

に
き

れ
い
に
割
れ
る
な
ど
特
徴
が
あ
る
。

竹

の
持

つ
不
思
議

な

力
が
古

く

か

ら
、
神
聖
な
も

の
と
さ
れ
た
。

「
木
元
竹
末
」
き
も
と
た
け
う
ら
と

読
み
、
木
は
根

元
か
ら
割

り
、
竹
は

穂
先
の
方
か
ら
割
る
と
き
れ
い
に
割

れ
る
と
の
言
い
伝
え
。

竹
の
種
類
は

１
６
属
、
６
０
０
種
と
も
。

日
本

で
は
３
種

に
整

理
さ
れ

て
い

る
。竹

地

下
茎
が
横
に
長
く

伸
び

、

タ

ケ
ノ
コ
の
成

長
と
と
も

に
竹

皮
が

は
が
れ
る

笹

地

下
茎
が
横

に
伸
び

る
が
、

タ
ケ
ノ
コ
が
成

長
し
て
も
竹
皮
が
落

ち
な
い

こ
れ
に
は
例
外
が
あ
る
。

バ
ン
ブ
ー

地

下
茎
は
短
く
、
竹
が

株
立
ち
し
て

一
か
所
に
群
が
っ
て
生

え
る
。

災
害
に
強
い
の
か

私
が
小
さ
い
こ
ろ
、
「
地
震

の
時
は

竹
や
ぶ
に
逃
げ

ろ
」
と
聞
か
さ
れ

て

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？

竹

の
根
は
浅
く
、
地

下
茎
は
同
じ

く

浅

い
と
こ
ろ

で
絡

み
合

っ
て
い
ま

す
。
せ
い
ぜ

い
５
０
～
６
０
㎝
の
深
さ

で
す
。
地
割
れ
に
は
効
果
が
あ
る
か

も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
横
方
向
、
地
滑

り
に
は
弱
い
と
い
え
ま
す
。
現
在
各

地

で
起

こ
っ
て
い
る

土
砂

災
害

は
、

手

入
れ
が
さ

れ
ず

、
放

置

さ

れ

た

竹
林
が
、
原

因
の

一
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

食

用
と
し
て
の
タ
ケ
ノ
コ

日
本
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
タ
ケ
ノ
コ

は
、
モ
ウ
ソ
ウ
ダ

ケ
３
月
～
５
月
、
マ

ダ

ケ
５
月
、
ハ
チ
ク
５
月
、
ホ

テ
イ
チ

ク

（
コ
サ
ン
タ
ケ
｝
５
月
、
カ
ン
ザ

ン
チ

ク

（ダ

イ
ミ
ョ
ウ
チ
ク

）
５
月

下
旬

、

シ
ホ
ウ
チ
ク
９
月

四
国
地
方
、
ネ

マ

ガ
リ
タ
ケ
雪
解
け
後
東
北
地
方
、
が

知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
穂

先
タ

ケ
ノ
コ
と
し
て

竹
に
つ
い
て
考
え
る

2
2

年3
3
1
8

福
重
昌
行

は
じ
め
に

私
は
世

田
谷

区
喜
多
見
に
あ
る
、

そ
の
昔

タ

ケ
ノ
コ
の
生

産

地

と
し
て

使
わ
れ

て
い
た
竹
林

で
１
０
数
年
に

わ
た
り
管
理
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

初
め
は
細
い
竹
が
密
集
し
た
状

況
で

し
た
が
１
０
年
を
経

過
し
た

こ
ろ
か

ら

太

い
竹

が
発

生

す

る

よ

う

に
な

り
ま
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
皆
さ
ん
の
中
で
も
竹
に
係

わ

る

人
は
少

数

派
だ

ろ

う

と
思
い

ま

す

の
で
、
少
し
竹

に
つ
い
て
考

え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
来

竹
は
我

々
の
生

活
に
と
っ
て

な
く

て
は
な

ら
な
い
も

の
で
し
た
。

正
月
の
門
松
、
祭
礼

の
時

の
神

の
依

代
、
弓
や
槍

と
し
て
の
武

器
、
漁

具

や
農

具
、
建

材

、
器
、
遊
び

道

具
、

工
芸

品
な
ど

様

々
な

場

面
で
使

わ

れ

て
き

ま

し
た

。
昔

話

の
「
お
じ
い

さ

ん
は
山
に
柴

刈
り
に
」
こ
れ

は
燃

料
と
し
て
、
生
活

の
重

要
な
部
分
と

な

っ
て
い
た

こ
と
を
知
る

人
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ
だ
し
て
、

竹
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
竹
林
が
放

置

さ

れ

荒

廃

し
た

竹

林

が
増

え

、

悪
者
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
竹
が

悪
い
の
で
は
あ

り
ま

せ
ん
、
放

置
し

た
我

々
が
悪
い
の
で
す
。

不
思
議
な
植
物

竹
は
１
日
に
１
ｍ
も
伸
び

る
と
い
わ

れ
ま
す
。
天
に
向
か
っ
て

一
直
線
に
、

一
定
の
間
隔
で
節
を
作
り
、
中
空
で
、

投稿のページ
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２
～
４
ｍ
に
成

長
し
た
タ
ケ
ノ
コ
の
根

元
を
揺
す
り
落
ち

て
き
た
穂

先
を

利
用
す
る
。
こ
れ
は
エ
グ

ミ
も
な
く
、

歯
ご

た

え
も

よ
い
。
メ
ン
マ
や
水
煮

で
出
さ
れ
て
い
る
。

私
も

こ
れ
を
茹

で
た

の
ち
、
半

日

干
し
て
、
塩

つ
け
に
し
て
保

存

食

と

し
て
利
用
し
て
い
る
。

美
味
し
い
筍
は
、
穂
先
が
黄
色
い

も

の,

エ
グ

ミ
が
少
な
く
、
緑
色

の
タ

ケ
ノ
コ
は
エ
グ
ミ
が
強
い
。

ま

た

、
堀

上
げ

て
か
ら
時

間
が

経
つ
と
エ
グ
ミ
が
増
す
。

美
味
し
い
タ
ケ
ノ
コ
を
作
る
に
は
、

施
肥
、
盛
り
土
が
必
要

竹

の
成
長

竹
は
春
に
筍
と
し
て
成
長
し
、
４
０

～
６
０
日
で
竹
に
成

長
し
て
止
ま
る
。

節
は
６
０
か
ら
１
０
０
個

で
、
孟
宗

竹
は
１
日
２
０
ℓ
、
タ
ケ
ノ
コ
が
伸
び

る
と
き
は
、
数
倍

の
水
を
必
要
と
す

る
と
い
わ
れ
る
。

夏
か
ら
秋

に
か
け
て
充
実

、
地

下

茎
に
養
分
を
た
め
、
地

下
茎
に
タ
ケ

ノ
コ
の
芽
を
作
る
。

十

分

栄

養

を

蓄

え

た

芽

が
筍

と

し
て
成
長
、
芽
が
多
す
ぎ

る
と
後

の

芽
は
出
な
い
。
遅
く
出
る
と
腐
る
。

竹

の
年
齢

の
見
分
け
方

タ
ケ
ノ
コ
が
出
た
年

の
竹
を
１
年

生
、
次
の
年
の
竹
を
２
年
生
と
言
う
。

１
年

生

の
竹

は
、
節

の
下
に
白

い

蝋

質
が
粉

状

に
つ
い
て
、
根

元
に
竹

皮
が
つ
い
て
い
る

２
年

生

の
竹
は
、
根

元
に
枯
れ
た

竹
皮
が
残

っ
て
お
り
、
節

の
部

分

の

蝋
質
が
少
し
残
っ
て
い
る

３
年

生

の
竹

は
、
根

元
の
竹

皮
が

な
く
な
り
、
節

の
部
分
の
蝋
質
が
黒

く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
稈

の
艶
が
な
く
な
り
白

つ
ぽ
く
な
る
。

竹
に
は
雄
、
雌
が
あ
る

い
わ
ゆ
る
生
殖
的
な
雌
雄
で
は
な

く
、
新
し
い
竹
を
よ
く
生
む
と
言
う

意
味
で
の
雌
で
、
だ
さ
な
い
の
を
雄
、

タ
ケ
ノ
コ
で
も
雄
雌
が
あ
る
。
（穂
先

の
黄
色
い
も

の
が
雌
、
緑
色

の
も

の

が
雄
）

親

竹

で
は
３
年

か
ら
５
年

生
が
多

く
タ
ケ
ノ
コ
を
出
す
。

従
っ
て
、
整
備
管
理
の
際
は
、
こ
れ

ら
雌
を
残
す
こ
と
が
大
事
と
な
る
。

竹
は

一
斉
に
枯
れ
る
の
か

６
０
年
説
、
１
２
０
年
説
な
ど
あ
る

が
、
単
純
な

周
期

で
は
な
く
、
開
花

周
期
決
定
遺

伝

子
と
開
花

周
期
決

定
遺

伝

子
が
栄
養
体
突
然
変

異
を

起

こ
し
て
起

き

る

部

分

開

花
が
あ

り

開

花

の
原

因
は
、
遺

伝

子
的

要

因
と
環
境
的
要
因
、
そ
れ
に
両
社

の

複

合
し
た

結

果

で
開
花
が
決

ま

る

と
さ
れ
、
枯
れ
る
前
に
結
実
し
、
あ

る
い
は
再
生

竹

（
小
さ

な

竹

）
を

出

し
て
回
復
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

間
伐
作
業

間
伐
は
年

間
を

通
じ
て
行

っ
て
い

ま
す
。
作
業
人
員
と
作
業
量
と
の
関

係
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
の
タ
ケ
ノ
コ
の
時
期

の
タ
ケ
ノ

コ
処
理
で
本
数
調
整
が
で
き
ま
す
し

大
事
な
作
業
に
な
り
ま
す
。

間
伐
は
、
両
手
を
広
げ

て
歩
け
る

く
ら
い
の
間
隔
が
理
想
で
す
。

間
伐
す
る
竹
は
、
枯
れ
竹
、
病
気

の
竹
、
成
長
の
悪
い
竹
、
古
い
竹
、
混

み
合

っ
た

竹

の
順

で

支
障

に
な

る
竹
は
そ
の
都
度
伐
採
し
ま
す
。

間
隔
は
、
場
所
や
環
境
に
よ
り
雪

や
風

の
影
響

を

少
な
く

す

る
数

本

ま
と
め
て
育

て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

作
業
道
具

専

用
の
道
具
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

竹
挽
き
ノ
コ
、
両
刃
ナ
タ
な
ど

ま

た

、
ロ
ー
プ
の
活

用
が
大
事

と

な
り
ま
す
。

作
業
で
注
意
す
る
こ
と

竹

は
縦

に
裂

け
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

混

み
合

っ
た

竹

林

で
は
、
絡

み
が

起

こ
り
、
し
な
り
で
反
発
が
起

こ
り

ま
す
。

斜

め
に
な

っ
た

竹

は
同
じ
く

、
し

な

り

で
反
発
が
起

き

、
刃
を

入
れ

る
と
撥
ね
て
危
険
で
す
。
事

前
に
ロ
ー
プ
な
ど

で
養
生
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

竹

は
意

外
と
重
い
で
す

、
足
に
落

と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

切
り

口
は
水

平
に
、
斜
め
に
切
る

と
危
険
で
す
、
ま
た
地
際
か
ら
節
を

残
し
で
き
る
だ
け
低
い
位
置
で
切
り

戻
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

む
す
び
に

竹
は
有

用
植
物

で
あ
り
、
古
く
か

ら
生
活
に
欠
か
せ
な
い
植
物
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

日
手
入

れ

さ

れ
ず

に
放

置
さ

れ

、
荒

れ

た

竹

林
が
広
が
っ
て
い
る
た

め
、
植

物

の
多

様

性

が
失

わ

れ

た

り

、
災

害

の

一
因
と
な

っ
て
い
る

こ
と
か
ら

、

竹

に
関

心

を

持

ち

、
竹

林

の
整

備

に
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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私 の 好 き な フ ィ ー ル ド

そ もそ も私 が 森 林 イン ス ト ラクター に 関 心 を 持 っ

た の は 、２０００ （平 成 １２）年 １２月 の 日 本 山 岳 会 の

年 次 晩 餐 会 の 席 であ った 。晩 餐 会 は 年 1回 年 末 に

開 か れ 、日 本 山 岳 会 員 であ る皇 太 子 殿 下 （現 天 皇

陛 下 ）もしば しば 出 席 され てい る 、華 や か で権 威 の

あ る もの であ る 。そ こで私 は 偶 然 、当 時 、森 林 イン

ストラクター 東 京 会 (以 下 F ITとい う)の 会 長 であ った

石 井 誠 治 さん に お 目 に か か り 、食 事 テー ブル を共

に した 。私 は す でに ６７歳 、そ ろ そ ろ 会 社 員 生 活 も

終 わ りに なるの で、そ の 後 、何 か エキ サ イテ ィン グ

な人 生 は ない だ ろ うか との 私 の 質 問 に 、彼 は 即 座

に 「そ れは森林 インストラクター に なった らよか ろ う。」

と勧 め てくれ た 。そ こで急 遽 準 備 をは じめ 、何 とか １回 で試 験 をパ スす る ことが 出 来 、２

００１ （平 成 １３）年 に 資 格 を得 て、未 熟 な６８歳 の 森林 インストラクター が 誕生 した 。

早 速 現 役 時 代 に 勤 務 した 会 社 に 行 き求 職 活 動 を した ら、OB関 係 の 福 祉 、交 流 の 為 の

イベ ン トとしての 植 物 観 察 会 の 講 師 の 職 を ２件 ほ ど紹 介 してくれ た 。お 客 様 を調 べ てみ

る と 「そ ろ そ ろ 時 間 が 出 来 た の で 、夫 婦 で近 所 の 公 園 に 行 って植 物 でも眺 め て 、自 然

に 親 しみ た い 。 」とい うお 考 えの 方 が 多 い よ うに 思 えた の で、 「公 園 では 植 物 生 態 学 的

な説 明 を中 心 に 、一 般 ガ イドさん の 説 明 も生 か し、多 角 的 な楽 しい お 話 をす る 。 」ことを

基 本 に スター ト した 。我 々 の 講 師 陣 の 中 に は 都 内 有 名 公 園 の 公 認 ガ イドの 方 もお り 、

又 、 F ITの 中 に も公 園 を中 心 に 活 躍 され てい る方 も居 られ るの で教 えを請 い 、２年 あ ま

りの 内 に 、何 とか 形 に なって来 た 。

丁 度 そ の ころ 、会 社 の 住 宅 事 業 部 の 方 で、住 宅 自 身 の 長 期 寿 命 は 当 然 の こと、入 居

した お 客 様 との 長 い お 付 き合 い が 重 要 であ る との 問 題 意 識 が 芽 生 え、わ れ わ れ の 植

物 観 察 会 が お 客 様 との 交 流 の 為 の イベ ン ト として採 用 され 、 ２００４ （平 成 １６ ）年 ４月 ３

日 、石 井 会 長の新 宿 での 「桜 の 話 と見 学 」を皮 切 りに 関 東 一 円 に 展 開 す ることに なり今

日 に 至 ってい る 。この ２年 ほ どコロナ 禍 でイベ ン トは 中 止 に なった が 、復 活 第 一 号 の 来

る ４月 ２日 の 「皇 居 東 御 苑 の 桜 」観 察 会 が 、久 しぶ りの イベ ン ト復 活 を待 ちか ね た お 客

様 の 熱 気 で、早 々 に 定 員 オ ー バ ー に なった と聞 い てい る 。私 としては この イベ ン トが 出

身 会 社 の 経 営 方 針 実 践 の 一 助 に なってい る こと 、ご縁 の あ った 皆 様 が 植 物 を愛 し、人

生 を楽 しむ お 役 に た ってい ることに 深 い 満 足 を覚 えてい る 。

石 井 元 会 長 か らは 「９０歳 を超 えても颯 爽 と案 内 してい る姿 を見 せ てくだ さい 。皆 が 見

てい ます か ら。 」と過 分 なお 言 葉 を頂 い てい るが 、最 近 の ボ ケ よ うでは ・・・。

植 物 ガ イド２０年 末 広 坦
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東 北の 静 か な山 々 が好 きで、踏 破 後 も時 期 を変 えては 足 を運 び 、そ の 一 部 を歩 い

てい るフィー ル ドを ご紹 介 します 。 （関 東 か ら離 れ た 遠 隔 地 の 紹 介 となり恐 縮 です 。 ）

そ れ は 、奥 羽 山 脈 を形 成 す る安 比 高原 ・八 幡 平 ・岩 手 山 です 。

岩 手 ・秋 田 県 境 に 連 なる火 山 の 織 りなす 連 峰 で、安 比 ブナ 二 次 林 、ブナ 林 か らア

オ モリ ト ドマツへ と変 化 す る安 比 高 原 、源 太 森 、日 本 百 名 山 の 八 幡 平 、畚 岳 か ら三

ツ石山 までの 裏 岩手縦走路 、姥 倉 山 、黒 倉 山 、火 口 内 に さらに 小 火 山体が できた 複

式 火 山 の 景 観 を望 む 鬼 ケ 城 、そ して岩 手 山 へ と続 く総 延 長 50ｋｍ の 雲 上 の トレ イル

コー スです 。

安 比 高 原 ブナ 二 次 林 は 、日 本 森 林 浴 の 森 100選 の 一 つ です 。赤 川 登 山 口 か ら出

発 し 、安 比 川 を 渡 る と 、建 物 い っさい なし 、木 の 板 で囲 まれ た 浴 槽 だ け が あ る野 趣

あ ふれ す ぎの安 比温泉の野湯 に 着 きます 。サ ワ グ ル ミの 森 が 広が る安 比 岳 の山頂

を越 え、アオ モリ ト ドマツの 樹 林 に 囲 まれ た 黒 谷 地 湿 原 との 分 岐 、さらに 進 む と源 太

森 に 到 着 します 。北 東 北 では 小 高 い 里 山 、丘 の 山 名 に 「○ ○ 森 」とい うの が よ くあ り

ます 。西 四 国 （愛 媛 ・高 知 ）では 堂 々 た る山 に も「森 」が つ くの が あ ります 。ちなみ に 、

東 北は アイヌ語 地 名説 で、四 国 は古代朝鮮語 で山 の意 と同 源 とか 。

閑 話 休 題 、そ の 源 太 森 か ら八 幡 平 に 出 ると、夏 に は ニッ コウ キ スゲ 、ハ クサ ンチド

リなどの 花 が 咲 き乱 れ る楽 園 です 。山 岳 観 光 道 路 が 山 頂 の 南 を通 り抜 け てお り 、手

軽 に 車 で来 られ る反 面 、時 期 ・時 間 帯 に よ っては 観

光 客 で混 雑 気 味 です 。夏 秋 の み ならず 、 5月 中 旬 の

鏡 沼 の 雪 解 け 、通 称 ドラゴ ン アイは ここ 10年 です っ

か りメ ジャー 観 光 スポ ッ トに なってしまい ました 。

静 か な山 旅 を 求 め る な ら、東 北 一 標 高 の 高 い 露

天 風 呂 が あ る 藤 七 温 泉 の 白 煙 を 横 目 に 、畚 岳 登

山 口か ら再 び トレ イル へ 。ハ イマツに 覆 わ れ た 緩 や

か な尾 根 が 連 なる 登 山 道 を 行 くと 、八 幡 平 三 大 眺

望 地 に 数 えられ る畚 岳 に 到 着 します 。さらに なだ ら

か な道 を 行 き 、諸 桧 岳 、嶮 阻 森 を 越 える と 、アオ モ

リ ト ドマツの 原 生 林 の 中 の 大 深 岳 北 側 に 、また さら

に 進 ん で三 ツ石 山 の 鞍 部 に も、避 難 小 屋 が あ りま

す 。この トレ イル 上 に は 、こじん ま り とした ログ ハ ウ

ス風 避 難 小 屋 が 点 在 してい ます 。避 難 小 屋 泊 が 心

配 であ れ ば 、大 深 岳 か ら源 太 ケ 岳 を 通 って 、秘 湯

松 川 温 泉 に 一 夜 の 宿 を求 め て下 山 、翌 日 コメ ツ ガ

や ナ ラの 巨 木 を 見 なが ら登 り 返 し て姥 倉 山 で合 流

す るル ー トもとれ ます 。

岩 手 山 は 山 頂 までの 登 山 口 が ７つ あ り 、時 期 を変 え、登 り ・下 りを変 えれ ば 、 7× 7

で、何 十 回 でも楽 しめ ます 。山 頂 の 隅 で2時 間 ぐらい 景 色 を見 なが らボ ー ッとしてい る

の が 好 き です 。コマクサ 、シラネ アオ イ群 落 が 見 られ る焼 走 り コー スを 下 りれ ば 、国

の 特 別 天 然 記 念 物 ・焼 走 り溶 岩 流 へ と続 い てい ます 。また 、登 山 シー ズ ン以 外 でも、

八 幡 平 温泉の七滝 コー ス登 山 口 ・県 民 の 森 か ら1時 間 程 度 の スノー シュ ー トレ ッキ ン

グ で （状 況 次 第 では ツボ 足 でも）誰 でも行 け る七 滝 氷 瀑 観 賞 の 自 然 観 察 コー スは 、

「安 比 高原 ・八 幡 平 ・岩 手 山 50ｋｍ トレ イル 、さらに 、乳 頭 山 ・秋 田 駒 ケ 岳 へ 」

鈴 木 宏治

八幡平 七滝の氷瀑
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途 中 、動 物 た ちの 足 跡 を見 つ け なが ら、落 差 25ｍ の 滝 が 凍 りつ い ての 大 迫 力 で、こ

こ数 年地 元以外 に も人 気 急上昇 です 。

また 、三 ツ石 か ら50ｋｍ トレ イル を離 れ て、一 部 破 線 ル ー トを通 って西 に 縦 走 コー ス

を とれ ば 、途 中 、幻 想 的 な白 沼 を通 り 、乳 頭 山 へ 着 きます 。千 沼 ケ 原 や 、か つ てＦ ＩＴ

で高 山 植 物 研 修 （2014年 7月 ）を した 「花 の 百 名 山 」秋 田 駒 ケ 岳 は 、大 焼 砂 に 群 生 す

る コマクサ 、タカネ スミレ 、馬 場 の 小 路 ・通 称 ム ー ミン谷 の 高 山 植 物 群 も見 応 えが あ

り、何 度 訪ね ても新 しい 発見 が あ ります 。

北 東 北の森の針葉樹林 、湖 沼 ・湿 原 と高 山植 物の風景 （そ して秘 湯 ）は い つ も心 を

穏 やか に してくれ ます 。

子 供 の ころ 、祖 父 に つ い て山 に 行 くの が 好 きでした 。

雪 深 い 新 潟の山 間部の話 です 。祖 父 の 仕事 は 杉 の植 林 作業 だ った と記 憶 してお り

ます 。

当 時 、国 の 政 策 として、全 国 的 に 針 葉 樹 の 植 林 が 進

め られ た とい うことを知 った の は 、上 京 後 、花 粉 症 に 悩

まされ るよ うに なった 数 十 年後の ことです 。

前 置 きが 長 くなってしまい ました が 、私 の 好 きなフィー

ル ドの 一 つ に 冒 頭 の 故郷 の 山 、八 石 山 が あ ります 。八

石 の 由 来 は 昔 々 、この 山 の 不 思 議 な豆 の 木 に 豆 が 大

量 に 実 りそ れ が 八 石 （一 石 は 現 在 の 約 180リ ッ トル ）も

あ った とい う説 か ら、また 一 帯 は 地 形 的 に は 過 去 の 海

故郷の山 、八 石山 小田野 紀芳

ドラゴンアイ
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底 火 山 であ る とい わ れ 、と ころ ど ころ 火 山 岩 の 露 出 が

見 られ ます 。 500メ ー トル 弱 の 低 山 です が 故 郷 の 小 国

町 側 か らは 二 つ の 急 峻 な峰 が うか が え 、そ れ ぞ れ 女

八石 、男 八 石 と呼 ば れ てい ます 。雪 深 い せ い か 、低 い

山 に もか か わ らず 亜 高 山 型 の シラネ アオ イをは じめ と

す る豊 か な植 生 が見 られ ます 。

4月 の 雪 解 け を待 ち 、秘 密 の 登 山 道 を上 る とオ オ バ

キ スミレ 、スミレサ イシンの 群 落 が あ ちらこち らに 、また

道 の カタ クリ の 大 群 落 は 圧 巻 で足 の 踏 み 場 が ない ほ

どです 。ブナ の 芽 吹 くこの 時 期 、 ミツ バ アケ ビや タム シバ の 香 る登 山 道 は 夢 の 世 界

の ようです 。頂 上 付 近 では 吸蜜す るギ フチョウ の 姿 も観 察 できます 。

コロナ 禍 の た め 、ここ数 年 訪 れ ては お りませ ん が 、私 は この 登 山 道 で白 花 の カタク

リとシラネ アオ イの 群 落 を発 見 してお ります 。

さ らに さらに 、この コー スは 山 菜 の 宝 庫 でもあ る こ

とを付 け 加 えてお きます 。

「じゃ ん け ん 、ポ ンッ！ 」「に げ ろー っ！ 」

捕 まった らオ ニです 。でも、少 しでも高 い 所 に 逃 げ れ ば オ ニに は 捕 まえられ ませ ん 。

タカオ ニごっこ遊 び ！ 時 に は お 寺 の 境 内 で！ 時 に は 、地 面 か らニョキ ニョキ と突 き

出 た 奇 妙 なコブが た ぁ～ くさん 有 る林 ！ タカオ ニごっこに 最 適 ！ 近 くに は ポ コポ コと

き れ い な水 の 湧 き 出 る湧 水 が あ り 、点 々 と大 戦 時 の 防 空 壕 も残 ってい て足 を 踏 み

入れ るとカサ ッ！ ギ ン トカゲ が 姿 を現 します 。夢 中 で遊 ぶ 夕間暮れ に は 遠 くか らウ シ

ガ エル の 低 い 鳴 き声 が聞 こえてきます 。

そ うい えば 、地 面 近 くまで太 い 枝 を垂 れ た 樹 に 皆 でまた が ってギ シギ シユ ラユ ラ。

斜 面 に 広 が るツツジの 植 え込 み の根 元 に は 迷 路 の よ うなトンネ ル が 広 が ってい て、

そ こでもよ く遊 ん だ なぁ～

今 思 えば 、あ の 木 は ラクウ ショウ ！ そ れ に アメ リカキ サ サ ゲ ！ なん とい うことでしょ

う！ とん ん でもない 事 を！ ！ とお 叱 りを 受 け そ うです が 、半 世 紀 以 上 も前 の 事 とお

許 しくだ さい 。こん な幼 い 原 体験 を残 してくれ た の が “新 宿 御苑 ”です 。

か つ て通 った 中 学 校 は 今 の 新 宿 門 付 近 に 新 宿 高 校 と並 ぶ よ うに 立 地 してい て 、

校 庭 に は メ タセ コイアの 立 ち並 ぶ “静 思 苑 ”の 名 を持 つ 林 が あ りました 。そ うそ う、 F I

Tに 入 会 した 年 の 新年自然観察会は新宿御苑 でした っけ ・・・

様 々 な想 い 出 と共 に 新 宿 御 苑 は 今 の 活 動 に 繋 が る大 切 な時 を授 け てくれ た の か

もしれ ませ ん 。

私 の好 きなフィー ル ド み わの 会 嶋田佳代

コ
ゴ
ミ
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新入会員（みきの会）からのメッセージ

氏家清高

東 京 で生 まれ ました が 、子 供 の 頃 、夏 に な

る と虫 を 追 い か け て夢 中 に なって林 や 草 原

をか け 回 ってい ました 。家 の 近 くの 神 社 では

虹 色 に 輝 く玉 虫 を捕 まえた り 、側 溝 に ひ らひ

ら踊 ってい る 糸 ミ ミズ を 割 り箸 です くった り 、

秋 に 大 群 で押 し寄 せ てき た 赤 とん ぼ に 驚 い

た り 、自 然 の 中 に い てワ クワ クす る ことば か

りでした 。

そ ん な体 験 か らか 、自 然 が 好 き で、自 然 を

大 切 に した い とうい 気 持 ちが 常 に あ りました。

都 会 に 自 然 が 少 なくなってい る現 在 、微 力 な

が らも自 分 で自 然 環 境 の 保 全 に 参 加 す る方

法 を探 してい た ところ 、森 林 イン スト ラクー の

資 格 と出 会 い ました 。

資 格 取 得 に 向 け て友 の 会 に は 大 変 お 世

話 に なりま した 。友 の 会 では 勉 強 を しなが ら

観 察 会 、木 の 伐 採 や クラフトなどの 体 験 が で

き 、資格取得後の活動に 大い に 役立つ と思っ

てい ます 。また 、友 の 会 では F I Tの 方 との 出

会 い が 大 い に 励 み となりま した 。今 後 ともよ

ろ しくお 願 い い た します 。

大 西 正 弘

以 前 か ら、低 山 を中 心 に 山 歩 きは してお り

ました が 、森 の ことは あ まり詳 し くあ りませ ん

で し た 。一 昨 年 、奥 多 摩 で開 催 され た 野 鳥

観 察 会 に 参 加 した ことが き っか け で、森 林 イ

ン スト ラクター の 活 動 に つ い て興 味 を持 ちま

した 。森 林 インストラクター に なりた い と一 念

発 起 し、お か げ さまで合 格 す る ことが 出 来 て、

この 度 F I Tの お 仲 間 に 加 えてい た だ くことに

なり大 変感 激 してお ります 。

メ ー リ ン グ リ ス ト に 登 録 し 、各 種 案 内 を 毎

日 の よ うに 受 信 して読 ん でい ます が 、 F I Tの

活 動 は 本 当 に フィー ル ドが 幅 広 くて 、バ ラエ

テ ィに 富 ん でい る と実 感 してお り ます 。色 々

な活 動 に 参 加 した い と思 ってお ります が 、ま

ず は 計 画 され てい る研 修 等 を通 じてしっか り

学 び 、今 後 に 活 か してゆ き た い と思 い ます。

同 期 の 皆 さん を は じめ 、諸 先 輩 方 と色 ん な

場 面 でご一 緒 でき る ことを 楽 しみ に してお り

ます 。今 後 ともご指 導 ご鞭 撻 の程 、よろ し くお

願 い 致 します 。

桒 原 悦郎

世 田 谷 区 在 住 の 桒 原 (くわ は ら )と申 します。

森 林 イン ス ト ラクター と して 、年 齢 的 に 記 憶

力 と暗 記 力 が 低 下 す る なか 、何 とか 自 分 な

り に 、森 林 、林 業 、自 然 の 楽 し さ を 伝 え られ

た らと思 い ます 。宜 しくお 願 い 致 します 。

小 林 綾香

今 年 F ITに 入 会 した 小 林 綾 香 です 。まだ 活

動 に 参 加 でき てい ない の で 、身 近 な自 然 に

つ い て書 きた い と思 い ます 。

３年 前 に 始 め た 家 庭 菜 園 を 観 察 してい る

と 、生 き 物 た ちの 小 宇 宙 が 広 が ってい る こと

に 気 づ き ます 。無 農 薬 でソラマ メ を 育 ててい

た の です が 、まず アブラム シが つ き 、そ れ を

ナ ミテ ン ト ウ や ヒラタアブ類 の 幼 虫 が 捕 食 し

ます 。 ア リ が ア ブ ラム シか ら蜜 を もらい つ つ

敵 か らガ ー ド。

ソラマ メ の 周 り を 寄 生 バ チが 飛 ん でい て 、

あ る日ナ ミテン トウ が何か繭 を守 ってい るなぁ

と思 った ら、寄 生 バ チの 繭 だ った りして、驚 き

の 連 続 でした 。菜 園 の 中 では あ ります が 、自

然 観 察の醍醐味 を感 じてい ます 。

これ か ら活 動 に 参 加 す るに あ た って、そ ん

な生 き 物 た ちの つ なが りを 学 び 、伝 える こと

が で き れ ば と思 ってい ます 。 よ ろ し くお 願 い

い た します 。

高 田 裕司

これ ま で森 林 セ ラピ ス ト や ネ イチ ャー ゲ ー

ム リー ダ ー として、 10年 以 上 、森 林 や 都市 公

園 で、主 に 大 人 向 け に 多 くの 案 内 を してき ま

した 。そ の 中 で、植 物 の ことや 森 林の生態系
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に つ い て関 心 を 持 ち 始 め 、 F I T友 の 会 の 森

林 イン スト ラクター 講 座 で学 び 、や っと取 る こ

とが できました 。

森 林 の 持 つ 保 健 ・レ クリ エ ー シ ョン 機 能 に

重 点 を置 き 、五 感 で楽 しむ 体 験 を中 心 とした

案 内 を して き ま した 。そ れ に 加 え 、 これ か ら

は 、引 き 続 き 主 に 大 人 へ 向 け て 、生 き 物 の

工 夫 や 森 林 の 仕 組 み を 伝 える ことに も並 行

して取 り組 もうと思 ってい ます 。

伝 える要 素 に は い ろん な切 り口 が あ り 、生

き物 に 負 け ず に 様 々 な工 夫 をす る必 要 が あ

ると最 近 つ くづ く感 じてい ます 。

田 中 和 江

異 動 が あ り勤 務 時 間 の 変 化 に 、 コロ ナ 禍

が 加 わ り生 活 が 一 変 した 。散 歩 が 日 課 とな

り 、今 までに 比 べ て、自 分 の 時 間 が 増 えた 。

ど うしよ う？ ？ 燃 え尽 き た 感 が 漂 い 、何 とか

せ ね ば ‼・好 き なことを しよ う。樹 木 み て、知 り

た い ・夜 空 み て知 りた い ・古 墳 見 て知 りた い

・仕 事 の 合 間 を 縫 って勉 強 、楽 しー い 。 これ

よこれ 。充 実感 、満 足 。

あ と 2年 でまた 異 動 。朝 か ら夜 まで勤 務 、土

日 もほ ぼ ない 状 況 に 戻 る 。今 の うちに 、体 験

でき る こと、学 ぶ こと、覚 える こと、もっともっと

自 然 に 触 れ ることを楽 しもうっと。

忘 れ る くせ に 知 り た が り 、筋 力 も体 力 も知

識 もない 私 を 皆 様 お 助 け くだ さ い 。 よ ろ し く

お 願 い します 。

長 岡篤

柏 市 在住 の 長岡 です 。高 尾 山 も鳩 ノ巣 も遠

くて時 間 もか か るの です が 、研 修 や み きの 会

の 活 動 に は でき る だ け 参 加 した い と思 い ま

す 。これ か らF I Tの 様 々 な活 動 を通 じて学 び

自 分 の 知 識 、経 験 を 増 や してゆ き た い と思

い ます 。

今 後 ともよろ しくお 願 い 致 します 。

早 川 一 二

高 尾 山 の 健 康 登 山 を 続 け る こと 1 0年 、 植

物 図 鑑 を 片 手 に 山 行 を 重 ね てい ま した が 、

健 康 ・耐 力 維 持 の た め だ け の 山 登 りに や や

マンネ リ感 を抱 くよ うに なってい ました 。そ ん

な とき に 偶 然 Ｆ ＩＴ東 京 会 の 方 々 の 山 行 と出

会 い ました 。しば らくご一 緒 させ てもらう間 に、

自 然 を 愛 でる 心 を 持 った 仲 間 と共 に 山 歩 き

が でき た らどん なに 素 晴 らしい ことか ！ と心

が 動 か され ました 。

そ し て翌 年 F I T友 の 会 に 入 会 しま した 。養

成 講 習 に 参 加 し て森 林 や 林 業 に つ い て学

ぶ うち に 、樹 木 の 生 き 残 る 進 化 の 過 程 など

は 、人 間 の 一 生 に も当 ては まる ことが 多 く、

樹 木 へ の 関 心 が 深 ま り ま し た 。 そ し て森 林

の 学 問 的 立 証 を 元 に し た 林 業 の 施 業 方 法

に も興 味 が膨 らみ ました 。

今 後 の F ITでは 、 『樹 木 の 生 き 残 り戦 略 』を

テ ー マに 知 識 を 広 げ なが ら、一 期 一 会 を 大

切 に 活 動 してゆ くつ もりです 。

を作って
活動の場を広げよう
Ｆ ＩＴの 中 に こん な ｸﾞﾙ ｰ ﾌ ﾟが あれ ば 私

も 参 加 で きるの に ・・ ・、 も っ と掘 り下

げ た 活 動 が し て み た い け ど 希 望 に

あ うもの が な い

そん な 会員は自分 で グル ー プ を作っ

て み て は いかが で しょ うか

ｸﾞﾙ ｰ ﾌ ﾟ登 録 をす ると

・Ｆ ＩＴ会 員 に 自 分 の イベ ン トへ の 参 加 を Ｆ

ＩＴメ ー ル で呼 び か け ることが でき ます

・Ｆ ＩＴホ ー ム ペ ー ジの イベ ン ト情 報 に 掲 載

を依頼 できます

・Ｆ ＩＴホ ー ム ペ ー ジ と自 分 の 作 った ホ ー

ム ペ ー ジに リンクを設 定 できます

（最 近の事例 ）奥 多摩秘境の会 （2021年 ）、

高 尾 野 鳥 倶楽部 （2019年 ）

・登 録 に は ２人 以 上 の 会 員 の メ ンバ ー が

必要 です

・登 録 書 式 は旧会員の ペ ー ジに あ ります
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タテのカギ

1 全国に棲息するげっ歯類

2 イチイの別名 北海道ではよくこう呼ばれて

いる

3 木材を曲線に切り抜く道具

5 良質な丸太を作ったり下層植生の生長を促

すためにする森林施業

7 早春に咲く良い臭いのする樹木

9 草本や潅木からなる植生のこと ステップ、

パンパなどと呼ばれる地域

12イネ科に見られる穎の先端にある棘状の突

起

13鳥の塒をこう呼ぶ

ヨコのカギ

1 高尾山で最初に咲き始めるスミレといえば

○○○スミレ

4 スギなどの丸太、太いほうをモト、細い方を

○○と呼ぶ

6 高尾山周辺で一番多いカンアオイ

8 早春の渓流ではこの仲間の花が人気です

10 コロナででられないので○○に居ます

11 ほとんどのメスは一生この中から出ないで

過ごす、最近見なくなったなぁ○○ムシ

13 ノイチゴはおいしいけれどこれが刺さると後

がやっかいだ

14 子どもに人気のトンボといえば
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＊事務局便 り

３月 １２日 （土 ）に Ｆ ＩＴ総 会 が 開 催 され 、

２ ０ ２ １年 度 の 活 動 報 告 、決 算 、 ２ ０ ２ ２

年 度 の 運 営 体 制 、活 動 方 針 、予 算 が 承

認 され ました 。

東 京 都 に 発 令 され てい た 「まん 延 防 止

等 重 点 措 置 」が ３月 ２ １日 で解 除 に なり

ま し た 。 引 き 続 き 、 感 染 防 止 対 策 は 実

施 した 上 で 、各 イベ ン ト に 臨 ん で くだ さ

い 。

☆ 会 員 情報 ：２月 ２８日 現 在 会員数 ：

３４６名

お 知 らせ

〇 Ｆ ＩＴ名 簿 改訂

３月 ３ １日 時 点 での 名 簿 改 訂 作 業 中 で

す 。完 成 次 第 旧 Ｈ Ｐ会 員 の ペ ー ジに 掲

載 します 。

かんたん


